
４ 東京都立白鴎高等学校附属中学校 
解答例 

 

適性検査Ⅰ 

１ １００点 

〔問題１〕 ２０点 

わかりやすくしっかりとした理念があれば、それを自分の心の支えにして生きるこ

とができるだけでなく、相手がどこの国の人であっても自分のことを理解してもらう

ことができ、支えんを得ることができるから。 

〔問題２〕 ２０点 

これまでの日本的な仕事のやり方が通用しなくなっているので、今いる会社で通用

している経験やスキルが、情報化、グローバル化した世界で使えるものなのか自問し

考え直す必要があるということ。 

〔問題３〕 ６０点 

（省略） 

 

 

適性検査Ⅱ 

１ ４０点（３０点） 

〔問題１〕 ２０点（１５点） 

(１) ４．０６ ｃｍ 

(２) 
〔直角三角形〕 ２０ 個 〔正三角形〕 １０ 個 〔円〕 ７ 個 

〔説明〕 

１本のモールは、直角三角形を６個、正三角形を３個作るように切る。 

１本のモールは、直角三角形を６個、正三角形を２個、円を１個作る

ように切る。 

１本のモールは、直角三角形を６個、正三角形を１個、円を２個作る

ように切る。 

１本のモールは、直角三角形を２個、正三角形を４個、円を４個作る

ように切る。 

〔問題２〕 ２０点（１５点） 

 

 

(１) 

イ                      ● 

１→２→３→１→２→５→６→４ 

(２) ２，３，４ 



２ ４０点（３０点） 

〔問題１〕 ２０点（１５点） 

〔サケのルイベ〕 

サケのルイベに「雪にうめて、こおらせる」という保ぞん方法が用いられている

のは、小たる市の冬の平均気温が０度以下だから。 

〔マアジのひもの〕 

マアジのひものに「日光に当ててほす」という保ぞん方法が用いられているのは、

小田原市の冬のこう水量が夏に比べて少なく、日光に当てることができたから。 

〔ブリのかぶらずし〕 

ブリのかぶらずしに「あま酒につけて、発こうをうながす」という保ぞん方法が

用いられているのは、金沢市の冬はこう水量が多く、空気がしめっており、発こ

うが進む気温だから。 

〔問題２〕 ２０点（１５点） 

（選んだ二つを〇で囲みなさい。） 

米 ・ 小麦 ・ そば 

米がとれる地いきと小麦がとれる地いきの年平均気温と年間こう水量をそれぞ

れ比べると、米がとれる地いきの年平均気温は高く、年間こう水量は多いが、小

麦がとれる地いきの年平均気温は低く、年間こう水量は少ない。 

 
 

３ ３０点 

〔問題１〕 １４点 

(１)〔選んだもの〕 ウ 

〔理由〕 実験１から、色がついているよごれを最もよく落とすのは、アとウ

であることが分かる。そして、実験２から、アとウを比べると、ウの

方がより多くでんぷんのつぶを減少させることが分かるから。 

(２)  ５分後のつぶの数をもとにした、減少したつぶの数のわり合は、水だけの

場合よりも液体ウの場合の方が大きいから。 

〔問題２〕 １６点 

(１)  せんざいの量を２８てきより多くしても、かんそうさせた後のふきんの重

さは減少しないので、落とすことができる油の量は増加していないと分かる

から。 

(２) 〔サラダ油が見えなくなるもの〕 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ  

〔洗剤
せんざい

〕   ４  滴
てき

 

 



適性検査Ⅲ 

１ ４５点 

〔問題１〕 １５点 

ア ３８  イ ４０．３４ 

  ア ３８．２２ イ ４０ など 

〔問題２〕 １５点 

 

〔問題３〕 １５点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ ５５点 

〔問題１〕 １０点 

逆さ卵の「逆さ」とは、何が逆になっているのかの説明 

半じゅくたまごは白身が固まっていて、黄身が固まっていないたまごであり、逆

さたまごは白身が固まっておらず、黄身が固まっているたまごである。よって、

白身と黄身の固まり方が逆になっている。 

「さか」がつく言葉 

さかだち（逆立ち） 

何が逆であるかの説明 

立つときに、足が下で手が上ではなく、足が上で手が下となるように、上下逆に

立つことである。 

〔問題２〕 １５点 

実験結果から、黄身の方が白身より低い温度で固まる。さかさたまごは、黄身が固

まり、白身が固まらない温度で加熱することでできる。 

 

〔問題３〕 １０点 

たまごの大きさがちがう、 

なべの材質や大きさ、形状がちがう、 など 

 

〔問題４〕 ２０点 

考えた疑問
ぎもん

 

同じ種類の魚では、大きさがちがっていても、ほねの数は同じなのか。 

疑問を解決する方法 

①お店で同じ種類で、大きさがちがう魚を買ってくる。 

②魚を焼いて、身をはがす。 

③ほねの数を数えて、比かくする。 

 

 

 


